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令和 3年 4月 20日 

運 輸 安 全 委 員 会 

 

  「小型船舶機関故障検索システム（S-ETSS）」稼働開始 

発航前点検を充実しエンジン故障を防ぎましょう！ 

～イメージから目的にあった事故等調査報告書を探す～ 

 

 

 

 

 

 

  ○ 運輸安全委員会では、小型船舶が関連する事故等が全体の約 6割強を占

め、その中でも機関の取扱不良や整備不良等による船舶航行不能といった

事故等が多くを占めていることから、小型船舶を利用する方に向け、事故

防止と安全に関する効果的な情報提供として S-ETSSを構築しました。 

 

  ○ S-ETSSでは、どの部分に故障が発生しやすいのか、ランキング形式によ

り表示し、個別の事故等調査報告書から見ていただくことで、エンジンの

不具合防止に備えた発航前点検や定期点検の参考として活用していただく

ことを期待しております。 

   （詳細は別紙を参照願います） 

 

    

            S-ETSSの URL http://jtsb.mlit.go.jp/hazardmap/s_etss/ 

 

運輸安全委員会は、令和 3年 4月 20日より、小型船舶のエンジン故障に

起因する事故等を検索する小型船舶機関故障検索システム（S-ETSS：

Small ship Engine Trouble Search System）をホームページで公開いた

します。 

問い合わせ先 

運輸安全委員会事務局参事官付 

  小椋、漆谷、橫田 （内線 233） 

    TEL 03-5367-5025（代表） 

    TEL 03-5367-5030（直通） 

小型船舶機関故障検索システム（S-ETSS）のポイント 

・機関配置型式（船外機、船内機等）から検索が可能 

・燃料種類（ガソリン、軽油）から検索が可能 

・故障部位（機関本体、電気系統）などから目的に合わせた選択が可能 

資料２
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１．概要
今般、運輸安全委員会のホームページ上に「小型船舶機関故障検索システム（S-ETSS： Small ship 

Engine Trouble Search System ）」を公開します。
当委員会で調査する船舶事故等のうち、小型船舶が関連するものが6割強を占めております。そのう

ち、機関の取扱不良や整備不良等による船舶航行不能といった事故等が多くを占めております。
このため、S-ETSSは、小型船舶の事故例を検索しやすくするため、どの部分に故障が生じやすいの

か、ランキング形式で表示し、個別の事故等調査報告書を見ていただくことも可能です。
エンジンの不具合防止に備えた発行前点検や定期点検の参考として活用いただくことを期待してお

ります。

～小型船舶機関故障検索システム（S-ETSS）を公開～

トップページ

検索結果一覧から報告書を表示

ランキング形式による表示



活用例
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～所有している船舶のエンジンの配置で機関本体や電気系統に関係する事故例を調べる～

① 「機関型式」部分で所有する船
舶の型式を選択（ここでは船外
機）

② 「故障部位」部分で気になる故
障部位を選択（ここでは機関本体
と電気系統）

③ ボタンをクリック
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④ 故障部位件数ランキングが表示されます。

⑤ 気になる故障部位（詳細）を選択する。
（ここでは、ピストンとセルモータ）

ボタンをクリック。
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⑥ 別ウィンドウで一覧が表示されます。（※ここの検索結果は⑤の条件を反映しておりません。）

⑦ 船舶種類、出力、損傷部位、原因等で検索目的とあった事例か確認します。

⑧ 表示に「 」（適用）マークがついているものはさらに絞り込みが可能となっております。
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⑨ ⑤の検索結果として一覧が表示されます。
原因欄から「経年劣化」という文言を発見。
さらに詳しい内容を知りたい場合には、事故等名欄の該当部分をクリックすることで、調査報告書の内

容が表示され、事故等の内容や再発防止策を確認することができます。

⑩ 事故原因の傾向や事故の内容・再発防止策を把握いただくことで、日々の点検などに活用していただけ
ます。


